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冬季におけるスプレーギクの炭酸ガス施用管理

炭酸ガス

晴天日
700～800ppm

400ppm

曇雨天日

愛知県農業総合試験場
企画普及部広域指導室

・炭酸ガスを高濃度で維持しようと、天窓の開閉温度を高くすると品質低下を招くので注意する。

・天窓が開いた時から午後４時までは、
外気濃度(400ppm)と同じレベルを維持

日の出から２～３時間は
(天窓が開く少し前まで）
は700～800ppmで制御

曇天日でも天窓が開かない時、400ppmを
下回る場合がある。日射量が少なくても炭
酸ガス濃度が高いほうが光合成量が高まる。

夜間は施用す
る必要はない

23～25℃

日
の
出

日
の
入

16～20℃ 16～20℃

400～450ppm

60～80％が望ましい

・天窓が開く少し前からキクによる
吸収によって徐々に濃度を下げる
と無駄なガスの逃げ出しが少ない。

・急激な湿度低下は気孔を閉じさせ、光合成を停止させるため、天窓の感度を鈍く、開度設定を小さくする。


